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実験動物には体重 350 g 前後の内耳機能に異常のない雄モノレモットを使用した。 2000 CjS, 120 
Phon の純音を 1 日 1 時間，連続10 日間負荷した群を音響単独群とした。乙の音響負荷中に電流刺激
(電圧 80V，刺激時間約0.7秒， 10秒に 1 回)および光刺激(ストロボ光， 10秒に l 回)を追加した群
について行なったD 実験終了後 7 日目に Wittmaack 液にて山川法に従い生体固定し，内耳の Hema­
toxylin・Eosin 重染色標本を作製し， 2000 CjS の感受部位である第 2 回転の Corti 器の変性の程度を
観察した。そして変性の最も強い部分について，正常から Corti 器の消失に至る 5 段階の判定基準を
作り，各群聞の音響傷害度を比較した。
2 )実験成績
i) 音響単独群，第 2 回転の Corti 器は，正常範囲のもの，および有毛細胞の軽度の変性を認める
程度のものが大部分で，概して軽度のものが多かった。
i) 電流刺激追加群，第 2 回転の Corti 器の崩壊，消失に至る高度の音響傷害像を示すものが現
れ，音響単独群に比較して，音響受傷性の克進がみられた。
162 -










腎の出血， Sudan 染色で， リポイドの減少のみられるものもあったの
1I)電気生理学的研究
1 )実験方法
体重 350 g 前後の雄モノレモットを使用，電流刺激 (80 V) および光刺激 (100W 電球)を24時間行
ない， その前後の C，M， (Cochlear Microphonics) を，正円窓誘導による長時間電極法により測定し
?こロ
2 )実験成績
刺激開始後 2 時間自の測定では有意の変化はみられなかった口 24時間刺激終了時の測定では，大部
分( 15例中 13例)には有意の変化はなかったが，低下して後に回復した 2 例があった。
][)電流および光刺激後の内耳液無機イオン (Na， K) の測定
1 )実験方法
連続24時間，電流および光刺激を行なった後，内耳液無機イオン (Na， K) を測定した。
2 )実験成績
前庭階外リンパでは Na 値は 140.5土4.4 meqjl, K 値は 12.7土 1.8 meqjl， 鼓室階外リンパでは Na
値は 140.3土 3.7 meqjl, K 値は 8.1 土1. 1 meqjl， 内リンパでは Na 値は 23.2士 5.0 meqjl, K 値は 128.2
土 6.4 meqjl であった。
〔総括〕







6) 24時間，電流および光刺激を行ない，長時間電極法で C， M，を測定したが，殆んどの例には
有意の変化はなかった。 15例巾 2 例に低下の後回復するものがあった口
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雄モノレモットに 2000 CjS, 120 phon, 1 日 1 時間，連続10 日間の音響負荷を行なうとき，病理組織
学的に Corti 器の変性は殆んど認められなかった。しかし，同時に 80V の電流が 10秒に 1 回，約
0.7秒間流れる装置に入れて音響負荷を行なった動物では，高度の音響障害像が現れ，音響受傷性の
冗進を認めた。これに反し，光刺激としてストロボ光を 10秒に l 回，音響刺激と同時に与た動物で
は，有意の変化はみられず，この程度の光刺激では音響受傷性への影響を認めなかったの対照として
1 日 1 時間の電流および光刺激のみを与えた動物では全く正常であった。
電流および光刺激のみを，さらに長時間，行なったが同様に変化がなかった口しかし，このような
動物では刺激後のプライエ Jレ聴性耳介反射の低下がみられた。そこで， Cochlear Microphonics によ
り聴神経機能を検討したが，これには殆んど有意の変化がなく，耳介反射の低下は聴器に原因すると
は考えられなかった。なお，内耳液無機イオンの測定では，刺激後に外リンパ Na 値の低下，内リン
パ Na 値の増加がみられた。
本研究は音響受傷性に対するストレスの影響を実験的に証明して， I臨床上の事実を実証した点に価
値が認められる。
A斗ゐ円。
